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私たちは千葉市老人クラブ連合会の活動を応援しています

こ
れ
ま
で
感
染
症
法
上
２
類
に
位
置

付
け
て
い
た
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
分
類
が
、
５
月
８
日
か
ら
季
節
性
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
同
等
の
５
類
に
変
更

さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
壊
滅
し
た
わ
け

で
は
な
い
た
め
、
ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス

の
対
応
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

令
和
４
年
度
を
振
り
返
る
と
、
必
要

令
和
5
年
4
月
1
日
に
吉
野
博
一
前

事
務
局
長
の
後
任
と
し
て
、
着
任
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
渡
辺
弘
と
申
し
ま

す
。
千
葉
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長

亀
井
隆
行
様
を
は
じ
め
役
員
の
皆
さ
ま
、

そ
し
て
会
員
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
日
頃
よ
り
市
老
連
事
務
局
の
運
営

に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
っ
て
お
り
ま
す

こ
と
、改
め
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

な
会
議
は
ほ
ぼ
全
数
対
面
開
催
す
る
こ

と
が
で
き
、
多
く
の
課
題
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。事
業
面
で
は
、

老
人
ク
ラ
ブ
活
動
支
援
を
目
的
に
、
資

格
を
有
す
る
事
務
局
員
に
よ
る
講
師
派

遣
事
業
に
全
力
を
注
ぎ
、
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。
中
で
も
、
新
た
に
取
り
入

れ
た
「
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
講
習
会
」
は
効
果

日
本
の
総
人
口
が
減
少
す
る
中
で
、

高
齢
化
率
は
上
昇
を
続
け
て
い
ま
す
。

誰
も
が
健
康
で
安
心
し
て
、
生
き
が
い
の

あ
る
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
健
康

長
寿
社
会
を
築
い
て
い
く
こ
と
が
重
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。
市
老
連
と
い
た
し
ま
し

て
も
、
引
き
続
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を

積
極
的
に
推
進
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
方
に
は
今
後

令
和
５
年
度
の
決
意

着
任
の
ご
挨
拶 （

一
社
）
千
葉
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
　
会
長
　
亀
井
　
隆
行

常
務
理
事
兼
事
務
局
長
　
渡
辺
　
　
弘

会長
あいさつ

新任役員紹介および
新事務局長あいさつ

的
で
し
た
。

令
和
５
年
度
は
講
師
派
遣
事
業
を
さ

ら
に
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
新
た
な

取
り
組
み
に
挑
戦
し
、
財
政
的
な
効
果

も
求
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。皆

さ
ま
の
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

と
も
事
務
局
へ
の
変
わ
ら
ぬ
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
各
老
人
ク
ラ
ブ
様
の
今
後
ま

す
ま
す
の
ご
発
展
と
、
会
員
の
皆
さ
ま

方
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
祈
念
い
た
し

ま
し
て
、
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

５
月
31
日
（
水
）
通
常
総
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

永
年
に
わ
た
り
老
人
ク
ラ
ブ
育
成
の
た
め
に
活
躍
さ
れ
た

方
や
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
が
顕
著
な
ク
ラ
ブ
、
会
員
の
加
入
促

進
に
尽
力
し
、
そ
の
功
績
が
顕
著
な
ク
ラ
ブ
や
老
人
ク
ラ
ブ

の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
方
に
対
し
て
、
千
葉
市
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
表
彰
お
よ
び
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
事
業
報
告
、
決
算
報
告
お
よ
び
役
員
（
補
欠
等
）

の
選
任
を
行
い
ま
し
た
。

令
和
５
年
度
通
常
総
会

老
人
ク
ラ
ブ
育
成
功
労
表
彰

◆
花
見
川
区
・
こ
て
は
し
地
区

	

長
谷
川
一
三

◆
花
見
川
区
・
検
見
川
地
区

	

山
下　

愛
子

◆
若
葉
区
・
若
葉
地
区

	

白
圡　
　

忠

	

菅
原　

立
雄

◆
緑
区
・
平
山
地
区

	

小
山
喜
志
夫

	

横
田　

能
治

千
葉
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
感
謝
状

◆
稲
毛
区
・
小
仲
台
地
区

	

福
寿
会

◆
美
浜
区
・
磯
辺
地
区

	

倉
本
チ
マ
子

	

江
口　

生
子

	

宮
嵜　
　

等

	

下
斗
米
政
枝

	

根
岸　
　

磐

	

筒
井　
　

宏

	

根
本
す
い
子

花見川区こてはし地区花見川区こてはし地区
長谷川一三氏長谷川一三氏
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私たちは千葉市老人クラブ連合会の活動を応援しています

５
月
31
日
（
水
）
通
常
総
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

永
年
に
わ
た
り
老
人
ク
ラ
ブ
育
成
の
た
め
に
活
躍
さ
れ
た

方
や
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
が
顕
著
な
ク
ラ
ブ
、
会
員
の
加
入
促

進
に
尽
力
し
、
そ
の
功
績
が
顕
著
な
ク
ラ
ブ
や
老
人
ク
ラ
ブ

の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
方
に
対
し
て
、
千
葉
市
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
表
彰
お
よ
び
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
事
業
報
告
、
決
算
報
告
お
よ
び
役
員
（
補
欠
等
）

の
選
任
を
行
い
ま
し
た
。

【
千
葉
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
表
彰
】

優
良
老
人
ク
ラ
ブ
表
彰

◆
若
葉
区
・
都
賀
地
区　
愛
生
尚
寿
会

◆
美
浜
区
・
磯
辺
地
区　
磯
辺
３
丁
目
64
さ
つ
き
会

令
和
５
年
度　
被
表
彰
者
（
敬
称
略
）

　…市老連　　　　　…全老連
　…関ブロ　　　　　…厚労省
市
関

全
国

老
人
ク
ラ
ブ
育
成
功
労
表
彰

◆
花
見
川
区
・
こ
て
は
し
地
区

	

長
谷
川
一
三

◆
花
見
川
区
・
検
見
川
地
区

	

山
下　

愛
子

◆
若
葉
区
・
若
葉
地
区

	

白
圡　
　

忠

	

菅
原　

立
雄

◆
緑
区
・
平
山
地
区

	

小
山
喜
志
夫

	

横
田　

能
治

千
葉
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
感
謝
状

◆
稲
毛
区
・
小
仲
台
地
区

	

福
寿
会

◆
美
浜
区
・
磯
辺
地
区

	

倉
本
チ
マ
子

	

江
口　

生
子

	

宮
嵜　
　

等

	

下
斗
米
政
枝

	

根
岸　
　

磐

	

筒
井　
　

宏

	
根
本
す
い
子

磯辺 3丁目 64 さつき会磯辺 3丁目 64 さつき会
池田　宏氏池田　宏氏

花見川区こてはし地区花見川区こてはし地区
長谷川一三氏長谷川一三氏

福寿会　安藤丈夫氏（手前）、福寿会　安藤丈夫氏（手前）、
美浜区代表　中村征人氏（奥）美浜区代表　中村征人氏（奥）

令和５年度 事業計画
 （９月～令和６年３月）

第２回シニアクラブフェア
	 ◆ 10 月 17 日（火）
	 ◆千葉市役所
きらめきクラブちば活動展
	 ◆ 11 月１日（水）～ 10 日（金）
	 	 ９時～終日展示
	 	 ※最終日は 12 時まで
	 ◆千葉市生涯学習センター
関東甲信越静ブロック
　　老人クラブ連絡協議会
	 ◆ 10 月 19 日（木）
	 ◆神奈川県川崎市
全国老人クラブ大会
	 ◆ 11 月８日（水）～９日（木）
	 ◆秋田県
リーダー研修会
	 ◆ 12 月上旬
	 ◆千葉市ハーモニープラザ
第２回女性リーダー研修会
	 ◆３月下旬

関

全

市

市

市

市
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コ
ロ
ナ
禍
の
老
人
ク
ラ
ブ
活
動 

～
振
り
返
り
と
絆
の
輝
き
～

２
０
１
９
年
12
月
、
中
国
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
確
認
さ
れ
、
そ
の
後

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
と
な
り
ま
し
た
。

日
本
で
も
緊
急
事
態
宣
言
が
発
動
さ
れ
、
東
京
五
輪
が
１
年
延
長
と
な
る
な
ど
、
規

制
さ
れ
た
生
活
や
活
動
を
強
い
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

市
老
連
で
も
コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
事
業
や
会
議
が
縮
小
や
中
止
と
な
り
ま

し
た
。
そ
ん
な
中
、「
顔
の
見
え
る
活
動
」
と
し
て
、「
講
師
派
遣
事
業
」
を
推
進
し
、

老
人
ク
ラ
ブ
の
育
成
や
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
の
向
上
を
目
的
と
し
、
健
康
づ
く
り
、
生
き

が
い
づ
く
り
等
の
講
演
会
・
研
修
会
を
行
い
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
生
涯
学
習
を
支
援
し
て

い
ま
す
。

こ
の
事
業
で
は
、
事
務
局
職
員
が
講
師
を
務
め
、
少
人
数
・
小
規
模
で
開
催
し
、
地

域
に
密
着
し
た
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

研
修
会
の
内
容
と
し
て
は
、
２
本
の
ポ
ー
ル
を
使
っ
て
歩
行
す
る
こ
と
で
足
腰
へ
の

負
担
が
軽
減
し
、
認
知
症
の
予
防
に
も
効
果
的
な
「
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク・ウ
ォ
ー
ク
」、〝
平

均
寿
命
〟
と
〝
健
康
寿
命
〟
の
差
を
無
く
し
、
い
つ
ま
で
も
自
立
し
て
暮
ら
す
た
め
に

は
今
の
自
分
の
自
立
体
力
を
知
り
、
体
力
の
衰
え
を
定
期
的
に
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

る
「
自
立
体
力
測
定
」、
認
知
症
予
防
の
1
つ
と
し
て
、
回
想
法
を
参
考
に
１
０
０
の

質
問
に
答
え
な
が
ら
自
分
史
を
作
る
「
思
い
出
ノ
ー
ト
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」、
友
愛
活

動
に
活
用
で
き
る
「
小
物
づ
く
り
」、
多
世
代
交
流
と
し
て
も
活
用
で
き
る
新
し
い
ア

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
で
あ
る
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
を
体
験
で
き
る
「
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
講
習
会
」
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

昨
年
度
よ
り
始
め
た
「
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
講
習
会
」
は
大
変
好
評
で
、
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム

を
活
用
し
た
地
域
活
性
化
に
向
け
た
新
し
い
取
り
組
み
と
し
て
期
待
で
き
ま
す
。

e
ス
ポ
ー
ツ
は
、
今
や
皆
さ
ん
の
関
心
が
高
ま
り
つ
つ
あ
り
、
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
か

ら
の
ほ
か
、
他
県
・
他
市
な
ど
外
部
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
問
合
わ
せ
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

今
で
は
以
前
の
生
活
や
活
動
に
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
事
務
局
で
は
コ
ロ
ナ
禍
以

前
の
事
業
に
加
え
、
講
師
派
遣
事
業
も
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
広
報
紙
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
さ
ら
に
はInstagram
も
情
報
発
信
の
ツ
ー
ル
と
し
て
使
用
す
る
こ

と
に
よ
り
、
多
方
面
か
ら
反
響
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

市
老
連
も
コ
ロ
ナ
禍
を
機
に
、
新
し
い
事
業
を
取
り
入
れ
、
時
代
の
流
れ
と
共
に

地
域
社
会
や
高
齢
者
を
取
り
巻
く
す
べ
て
の
も
の
と
共
存
し
、
成
長
し
て
い
け
る
よ
う

日
々
努
力
し
活
動
し
て
い
ま
す
。

特集
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２
０
１
９
年
12
月
、
中
国
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
確
認
さ
れ
、
そ
の
後

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
と
な
り
ま
し
た
。

日
本
で
も
緊
急
事
態
宣
言
が
発
動
さ
れ
、
東
京
五
輪
が
１
年
延
長
と
な
る
な
ど
、
規

制
さ
れ
た
生
活
や
活
動
を
強
い
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

市
老
連
で
も
コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
事
業
や
会
議
が
縮
小
や
中
止
と
な
り
ま

し
た
。
そ
ん
な
中
、「
顔
の
見
え
る
活
動
」
と
し
て
、「
講
師
派
遣
事
業
」
を
推
進
し
、

老
人
ク
ラ
ブ
の
育
成
や
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
の
向
上
を
目
的
と
し
、
健
康
づ
く
り
、
生
き

が
い
づ
く
り
等
の
講
演
会
・
研
修
会
を
行
い
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
生
涯
学
習
を
支
援
し
て

い
ま
す
。

こ
の
事
業
で
は
、
事
務
局
職
員
が
講
師
を
務
め
、
少
人
数
・
小
規
模
で
開
催
し
、
地

域
に
密
着
し
た
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

研
修
会
の
内
容
と
し
て
は
、
２
本
の
ポ
ー
ル
を
使
っ
て
歩
行
す
る
こ
と
で
足
腰
へ
の

負
担
が
軽
減
し
、
認
知
症
の
予
防
に
も
効
果
的
な
「
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク・ウ
ォ
ー
ク
」、〝
平

均
寿
命
〟
と
〝
健
康
寿
命
〟
の
差
を
無
く
し
、
い
つ
ま
で
も
自
立
し
て
暮
ら
す
た
め
に

は
今
の
自
分
の
自
立
体
力
を
知
り
、
体
力
の
衰
え
を
定
期
的
に
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

る
「
自
立
体
力
測
定
」、
認
知
症
予
防
の
1
つ
と
し
て
、
回
想
法
を
参
考
に
１
０
０
の

質
問
に
答
え
な
が
ら
自
分
史
を
作
る
「
思
い
出
ノ
ー
ト
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」、
友
愛
活

動
に
活
用
で
き
る
「
小
物
づ
く
り
」、
多
世
代
交
流
と
し
て
も
活
用
で
き
る
新
し
い
ア

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
で
あ
る
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
を
体
験
で
き
る
「
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
講
習
会
」
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

昨
年
度
よ
り
始
め
た
「
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
講
習
会
」
は
大
変
好
評
で
、
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム

を
活
用
し
た
地
域
活
性
化
に
向
け
た
新
し
い
取
り
組
み
と
し
て
期
待
で
き
ま
す
。

e
ス
ポ
ー
ツ
は
、
今
や
皆
さ
ん
の
関
心
が
高
ま
り
つ
つ
あ
り
、
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
か

ら
の
ほ
か
、
他
県
・
他
市
な
ど
外
部
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
問
合
わ
せ
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

今
で
は
以
前
の
生
活
や
活
動
に
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
事
務
局
で
は
コ
ロ
ナ
禍
以

前
の
事
業
に
加
え
、
講
師
派
遣
事
業
も
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
広
報
紙
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
さ
ら
に
はInstagram

も
情
報
発
信
の
ツ
ー
ル
と
し
て
使
用
す
る
こ

と
に
よ
り
、
多
方
面
か
ら
反
響
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

市
老
連
も
コ
ロ
ナ
禍
を
機
に
、
新
し
い
事
業
を
取
り
入
れ
、
時
代
の
流
れ
と
共
に

地
域
社
会
や
高
齢
者
を
取
り
巻
く
す
べ
て
の
も
の
と
共
存
し
、
成
長
し
て
い
け
る
よ
う

日
々
努
力
し
活
動
し
て
い
ま
す
。

老
人
ク
ラ
ブ
で
活
動
し
て
い
る
区
・
地
区
・
単
位
ク
ラ
ブ
会
員
の
皆
さ
ん
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
事
業
活
動
や
会
員
増
強

運
動
を
お
こ
な
う
中
で
の
苦
労
話
や
、
ど
の
よ
う
な
工
夫
を
し
、
ど
の
よ
う
な
効
果
を
得
た
の
か
伺
っ
て
み
ま
し
た
。

コロナ禍での苦労話

中央区老人クラブ連合会� 会長　亀井　隆行

若葉区　愛生尚寿会� 会長　遠山　末雄

若葉区　若松台万年青会� 会長　白圡　　忠

令和２年２月は 22日の「千葉市 100年ダンス」を最後に、コ
ロナ禍で区老連のイベントも中止せざるを得ない状況が続くなか、
会員間の交流も途絶え、仲間と会って話がしたいという声があがっ
ていました。そこで、千葉市老連と相談して、地区老連やクラブ
を対象に集まる人数を減らして「健康教室（自立体力測定）」を開
催することにしました。
その結果、ほとんどの参加者が日常生活に密接した体力を測定
し認識することで、努力目標ができ、やりがいを感じるようにな
りました。正に閉じこもり防止に効果大でした。

４年前、コロナウイルス感染症の蔓延が連日報道される中、愛
生尚寿会の会長に就任しました。過去に経験したことの無い事態
にどのように会を運営していくか悩みましたが、当町会には30畳
の広さの自治会館があり、総会員41名中毎月の定例会には20数
名が常時参加していましたので、コロナ禍前は対面式で行われて
いた定例会を椅子のみにして左右２ｍ、前後１ｍ配置でも十分余
裕を保つことができました。マスク着用、窓換気を施しましたら
会員の皆さんは納得して下さり、千葉市緊急事態宣言で 3カ月位
は休会しましたが、その後は毎月開催しています。皆さんの月１
回近況を確認する会で定着しています。

主に屋外での活動を行い、友愛活動の一環としても外部に出る
機会となりました。
・パークゴルフ（千葉市PG大会に参加）
・グラウンド・ゴルフ（月に１～３回活動、中田スポーツ大会にも参加）
・“昔遊びの教室”の開催―若松台小１年生対象15人（体育館にて）

みんなで踊る千葉市 100 年ダンスみんなで踊る千葉市 100 年ダンス

例会で e スポーツを取り入れました例会で e スポーツを取り入れました 座ってできる運動も実施座ってできる運動も実施
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私たちは千葉市老人クラブ連合会の活動を応援しています

コロナ禍での活動の工夫
若葉区　みつわ台柚子の会� 会長　林　　保子

中央区老人クラブ連合会� 会長　亀井　隆行

美浜区　磯辺交友会� 会長　中村　征人

稲毛区　小仲台第五自治会シニアクラブ　 � 会長　金谷　　操

若葉区　ローズタウン交友会� 会長　平沢　廣光

稲毛区　福寿会� 会長　安藤　丈夫

開催時の人数が多く収容キャパに限りがあったので、
先方の要望もあり開催を 2部制にしました。月１回の
月例会・コーラス・書道等でした。また、人数を少な
めにして開催したのは、いきいき体操・踊りでした。
屋外でのグラウンド・ゴルフは25名程度でしたが、
マスクを着用しながら期間中休みなく実施しました。
会員の方々からは、「柚子の会に入会して良かった」
と、「それで現在の自分があり、毎日の生活のハリになっ
ている」との嬉しい声がありました。
人生100年時代やはり、できるだけ多くの人と接す
ることが大事だなあと思いました。

コロナ禍の影響もあってか、会員の体力低下が見受
けられるようになり、グラウンド・ゴルフやワナゲク
ラブを退会する部員が出始めたことから、体の不自由
な方でも行える高齢者向けのシャッフルゴルフを導入
しました。
32面体のボールを扱うため、予想もつかない転が
り方をすることが楽しく笑いが絶えません。屋外のス
ポーツをしな
かった人も参加
でき、現在部員
17 名「身体の
健康」を狙った
ゴルフです。紅
白の対戦もまた
楽しいです。

月例集会に代えて「在宅脳トレ講座」を行い、毎月脳
トレ問題を配布しました。
講座を行うにあたり、①趣旨の徹底（脳のトレーニン

グと共に、全会員が同じ問題に取り組んでいる連帯感の
徹底）、②問題の作成（問題等は適切なものを役員会で
選定しＡ４サイズ４枚（４問）を配布）③関心度の確認
（メール、電話等により会員の関心度を確認）をし、必要
な改善をしながら実施しました。
その結果、脳をトレーニングすることへの関心度が

向上し、会の活
動は役員会を中
心にコロナ禍前と
同様の状態であ
ることの安心感を
会員が持ち、集会
活動中止による
会員の離脱はあ
りませんでした。

コロナ禍でということではないが、以下の３点を2022年度に実施しました。
①自治会の回覧に「シニアクラブへのおさそい」を添付してもらいました。
②清掃（公園）を当クラブで行っていることをPRするため、清掃時にのぼり
を掲示するようにしました（許可を得て清掃中の
み設置）。そののぼりもありきたりのテンプレート
を使ったものではなく、デザイナーに依頼しまし
た。
③花見川・稲毛公園緑地事務所が作成した清掃看
板は、清掃実施団体の記載がないため、当クラブ
で看板をデザインし取り付けてもらいました。

できるだけ通常通りの活動を行いました。
例）町内会館にて囲碁、将棋、ワナゲ、麻雀、民謡、日舞等感染防止のため、体温測定、手の消毒、マスク着用励行
し、年に一度行われる民謡の発表会では、演者の前にテーブルを置き、前面と側面に透明アクリル板を立て、前
方への飛沫防止を図り、交代毎にマイクをウエットティッシュで拭きました。
コロナ禍の中でもそれなりに会員同士の交流は図れ、活動を行うことで会員が感染することはありませんでした。

毎月の定例会が開催できないため、定例会に代わる月
例報告書を欠かさず発行し、地元の老人クラブ、地区老連、
区老連、市老連の活動状況を写真入りでできるだけ分か
りやすい報告書形式にして会員に届けました。
また、多人数での自治会館の使用に制約があったため
小規模な行事、少人数での民踊練習、ワナゲ練習、小物
づくり講習会、健康スポーツ教室を頻繁に開催しました。
さらに、外部の老人クラブ団体主催行事に可能な限り
参加しました。地区老連、区老連、市老連主催の行事に
できるだけ多く参加して、会員が外部の活動に関心を持
つようにしました。
その結果、退会者が1人も出ず、それまでほとんど参加

しない会員も積極的に参加してくれるようになりました。

町内清掃、ゴミ拾い、道路
沿いの草刈りなど、清掃活動
を行い、その後、集まる機会
がなかったので、公園で誕生
祝いをしたり、全会員の方に
友愛訪問として、年に数回慰
問品を届けました。訪問す
ることで、声かけや話し込
んだりして繋がりができて
いたと思います。

花壇のお世話や花壇のお世話や
町内清掃実施町内清掃実施

屋
内
で
楽
し
め
る

屋
内
で
楽
し
め
る

シ
ャ
ッ
フ
ル
ゴ
ル
フ

シ
ャ
ッ
フ
ル
ゴ
ル
フ

配
布
し
た
脳
ト
レ
問
題

配
布
し
た
脳
ト
レ
問
題

と
解
答

と
解
答
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私たちは千葉市老人クラブ連合会の活動を応援しています

コロナ禍での会員増強

若葉区　若松台万年青会　会長　白圡　　忠

若葉区　ローズタウン交友会� 会長　平沢　廣光

稲毛区　小仲台第五自治会シニアクラブ� 会長　金谷　　操

若葉区　小桜明星会� 会長　國分　正明

美浜区　磯辺交友会� 会長　中村　征人

稲毛区　小仲台第五自治会シニアクラブ　 � 会長　金谷　　操

若葉区　小桜明星会� 会長　國分　正明

町内会回覧板で PRを行い、積極的に屋外に出て
健康維持に努めるよう啓蒙を図り、老人クラブ会員
以外の方への参加も呼びかけました。
その成果もあり、町会の有志の参加も増え、老人

クラブ活動への理解を深めていただき、老人クラブ
会員の増加（30人⇒ 33人）につながりました。

世話好きで皆に人気のある会員と一緒に団地の高
齢者に新規入会を働きかけました。
コロナ禍で家に閉じこもることは、フレイルにな

ることや孤独になることを説明する一方で、老人ク
ラブ活動がいかに楽しくまた充実しているかを実際
に見学してもらい我慢強く勧誘しました。
その結果、令和３年に６名、令和４年に３名、令

和５年に２名、合計11名が新たに入会しました。

コロナ禍での工夫を行ったことで、シニアクラブ
へ1名が入会しました。
また、地域の方が公園のゴミを拾うなどする姿をよ

く見かけるようになりました。（シニアクラブにだけ任
せては悪いと思っていただけたのでは…と）

特に今までと同様、定例配布の広報文書にての呼
びかけや、知人を通しての勧誘等を行いました。

月例集会に代えて「在宅脳トレ講座」を行い、毎月脳
トレ問題を配布しました。
講座を行うにあたり、①趣旨の徹底（脳のトレーニン

グと共に、全会員が同じ問題に取り組んでいる連帯感の
徹底）、②問題の作成（問題等は適切なものを役員会で
選定しＡ４サイズ４枚（４問）を配布）③関心度の確認
（メール、電話等により会員の関心度を確認）をし、必要
な改善をしながら実施しました。
その結果、脳をトレーニングすることへの関心度が

向上し、会の活
動は役員会を中
心にコロナ禍前と
同様の状態であ
ることの安心感を
会員が持ち、集会
活動中止による
会員の離脱はあ
りませんでした。

コロナ禍でということではないが、以下の３点を2022年度に実施しました。
①自治会の回覧に「シニアクラブへのおさそい」を添付してもらいました。
②清掃（公園）を当クラブで行っていることをPRするため、清掃時にのぼり
を掲示するようにしました（許可を得て清掃中の
み設置）。そののぼりもありきたりのテンプレート
を使ったものではなく、デザイナーに依頼しまし
た。
③花見川・稲毛公園緑地事務所が作成した清掃看
板は、清掃実施団体の記載がないため、当クラブ
で看板をデザインし取り付けてもらいました。

できるだけ通常通りの活動を行いました。
例）町内会館にて囲碁、将棋、ワナゲ、麻雀、民謡、日舞等感染防止のため、体温測定、手の消毒、マスク着用励行
し、年に一度行われる民謡の発表会では、演者の前にテーブルを置き、前面と側面に透明アクリル板を立て、前
方への飛沫防止を図り、交代毎にマイクをウエットティッシュで拭きました。
コロナ禍の中でもそれなりに会員同士の交流は図れ、活動を行うことで会員が感染することはありませんでした。

配
布
し
た
脳
ト
レ
問
題

配
布
し
た
脳
ト
レ
問
題

と
解
答

と
解
答

小
物
づ
く
り
に
取
り
組
む

小
物
づ
く
り
に
取
り
組
む

女
性
会
員

女
性
会
員

コ
ロ
ナ
禍
で
制
限
は
あ
っ
た
も
の
の
、
創
意
工
夫
を
し
な
が
ら
前
向
き
に
行
っ
て
き
た
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
。
ど

ん
な
状
況
で
も
笑
顔
や
笑
い
の
絶
え
な
い
楽
し
い
地
域
の
集
い
場
と
し
て
、
今
ま
で
と
は
違
う
新
し
い
老
人
ク

ラ
ブ
の
形
が
、
今
後
の
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
に
も
必
要
と
な
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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美
浜
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
主

催
の
令
和
５
年
芸
能
祭
が
３
月
25

日
（
土
）、
美
浜
文
化
ホ
ー
ル
で

華
や
か
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
通

算
５
回
目
。
密
や
換
気
等
コ
ロ
ナ

対
策
を
し
っ
か
り
と
り
な
が
ら
の

開
催
で
す
。

約
３
０
０
名
の
来
場
者
を
前

に
、
前
年
を
上
回
る
24
の
演
目
が

ス
テ
ー
ジ
上
で
展
開
さ
れ
、
出
演

者
の
見
事
な
熱
演
と
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
に
観
客
席
か
ら
大
き
な
拍
手

が
送
ら
れ
ま
し
た
。

区

老

連

き
ら
め
き
便

き
ら
め
き
便

美
浜
区
老
連

５
回
目
の
芸
能
祭

ウクレレ演奏（なぎさ会）ウクレレ演奏（なぎさ会）

バンド演奏と尺八のコラボ バンド演奏と尺八のコラボ 

▲▲

（なぎさ会と中村会長）（なぎさ会と中村会長）

▲▲  沖縄民謡 沖縄民謡
（稲毛海岸３丁目さつき部）（稲毛海岸３丁目さつき部）

いきいきクラブ体操（美浜区女性委員会）いきいきクラブ体操（美浜区女性委員会）

サザエさん体操（磯辺３丁目 64 さつき会）サザエさん体操（磯辺３丁目 64 さつき会）

合唱（真砂第一町内シルバークラブ）合唱（真砂第一町内シルバークラブ）

合唱「箱根八里」ほか（なぎさ会）合唱「箱根八里」ほか（なぎさ会）
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区老連掲示板
～各区の近況をお届けします～

＜行事報告＞
◆5月19日（金）　区老連ウォーキン
グ（市動物公園）　181名

◆6月16日（金）	 千城地区G・G大会　13名
◆6月22日（木）	 女性委員会民踊講習会　27名
◆6月23日（金）	 区老連講演会（災害時の対応）　53名
◆7月11日（火）	 都賀地区ワナゲ大会　51名
◆7月27日（木）	 区老連女性委員会リーダー研修会　27名
◆8月27日（日）	 若葉地区芸能大会
＜行事予定＞
◆9月12日（火）	 都賀地区G・G大会
◆9月20日（水）	 区老連PG大会
◆9月26日（火）	 若葉地区G・G大会
◆10月12日（木）	区老連芸能まつり
◆10月20日（金）	区老連G・G大会
◆11月4日（土）	 区老連ワナゲ大会
◆11月5日（日）	 若葉区民祭り
◆11月17日（金）	千城地区ワナゲ大会
◆11月24日（金）	区老連会員研修旅行
◆12月3日（日）	 区老連会員の集い
◆令和6年3月12日（火）　若葉地区ワナゲ大会
◆3月14日（木）	 千城地区ふれあい芸能大会

＜行事予定＞
◆9月14日（木）　緑区PG大会
◆10月　緑区ゲートボール大会

◆10月16日（月）	緑区NW
◆10月30日（月）	緑区芸能大会
◆11月9日（木）	 緑区PG大会
◆12月14日（木）	指導者研修会
◆令和6年3月	 緑区ゲートボール大会
◆3月14日（木）	 緑区PG大会
◆下記の活動は地区老連開催とする
・前後期G・G　・前後期ワナゲ＆ダーツ大会　・料理教室
◆体力測定：クラブごとに実施する（後期）

＜本年度活動計画の方向＞
明るく、楽しく、潤いを念頭に置き、活
動促進事業として広報誌の活用、各

種運動大会による健康づくり、女性委員会を中心とする友
愛活動による地域支え合い事業の推進、芸能祭充実によ
る活動支援体制のさらなる強化、以上を進めていきます。

＜行事報告＞
◆2月16日（木）　第２回指導者研修会
◆3月12日（日）　第3回寒川地区G・G

◆5月7日（日）	 定期総会
◆5月13日（土）	 登戸地区G・G
◆6月24日（土）	 生浜地区ワナゲ大会
◆6月25日（日）	 寒川地区G・G大会
◆7月10日（月）	 NW青葉の森公園
＜行事予定＞
◆9月21日（木）	 区老連芸能大会

＜行事報告＞
コロナ禍で控えていたバス旅行を実
施しました。6月28日（水）、6クラブ

41名が参加して紫陽花（茂原・服部屋敷）・ゆり（東京ドイ
ツ村）などの季節の花を観賞。木更津のホテルオークラで
コース料理を堪能しました。
＜行事予定＞
◆9月27日（水）	 G・G大会（花島公園）
◆10月28日（土）	芸能大会（地域福祉交流館）
◆令和6年２月22日（木）　ワナゲ大会（花島公園体育館）

“のばそう！ 健康寿命、
 担おう！ 地域づくりを”
＜行事報告＞

◆８月24日（木）	 ボウリング大会
＜行事予定＞
◆9月8日（金）	 NW講習会
◆10月11日（水）	公式ワナゲ大会
◆11月17日（金）	 G・G大会
◆12月8日（金）	 料理教室
◆令和6年1月17日（水）　ボッチャ大会
◆2月7日（水）	 ボウリング大会
◆3月6日（水）	 ウォーキング

※G・G＝グラウンド・ゴルフ　　　※PG＝パークゴルフ
※NW＝ノルディック・ウォーク　※CC＝コミュニティセンター
※SC＝スポーツセンター
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私たちは千葉市老人クラブ連合会の活動を応援しています

58号では、稲毛区小仲台地区「福寿会」と若葉区都賀地区「西都賀１・２58号では、稲毛区小仲台地区「福寿会」と若葉区都賀地区「西都賀１・２
丁目ちとせ会」の活動をご紹介します。丁目ちとせ会」の活動をご紹介します。

福寿会福寿会（稲毛区小仲台地区）（稲毛区小仲台地区）

会長 ：会長 ：安藤　丈夫　　安藤　丈夫　　会員数：会員数：35 名（男 13 名、女 22 名）35 名（男 13 名、女 22 名）

福
寿
会
は
、
昭
和
50
年

（
１
９
７
５
年
）
４
月
１
日
に

設
立
さ
れ
、現
在
は
男
性
13
名
、

女
性
22
名
、
合
計
35
名
で
活
動

し
て
い
ま
す
。活
動
と
し
て
は
、

月
１
回
第
３
水
曜
日
に
は
ワ
ナ

ゲ
、
ボ
ッ
チ
ャ
、ｅ
ス
ポ
ー
ツ
、

カ
ラ
オ
ケ
な
ど
が
楽
し
め
る
よ

う
、
サ
ロ
ン
を
計
画
中
で
、
会

員
同
士
で
集
ま
り
、
試
行
錯
誤

し
な
が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。

単位クラブの活動紹介単位クラブの活動紹介

ま
た
、
週
２
回
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
や
、
年
に
４
回
の

会
館
の
清
掃
も
積
極
的
に
参
加

し
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
年
３
月
15
日
（
水
）
に

は
、
稲
毛
区
老
連
主
催
、
市
老

連
の
賛
助
会
員
で
も
あ
る
、
ス

パ
＆
リ
ゾ
ー
ト
九
十
九
里
太
陽

の
里
に
て
開
催
さ
れ
た
グ
ラ
ウ

ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
に
当
会
員

も
多
数
参
加
し
ま
し
た
。

日
頃
か
ら
会
員
増
強
に
努

め
、当
会
副
会
長
の
春
山
さ
ん
、

会
計
の
細
谷
さ
ん
を
筆
頭
に
、

女
性
委
員
の
協
力
の
も
と
、
昨

年
よ
り
も
９
名
会
員
が
増
え
、

そ
れ
が
認
め
ら
れ
、
市
老
連
よ

り
感
謝
状
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。当

会
は
女
性
が
比
較
的
多
い

ク
ラ
ブ
で
す
が
、
女
性
委
員
の

協
力
が
な
け
れ
ば
、
福
寿
会
は

継
続
す
る
こ
と
が
難
し
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
皆
が
集
い
た

く
な
る
ク
ラ
ブ
活
動
を
続
け
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

年 4回の清掃活動

黄色い旗が目印

今年は 9名が仲間入り
感謝状を囲んで

ボッチャの投球練習
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私たちは千葉市老人クラブ連合会の活動を応援しています

【
歌
声
コ
ー
ラ
ス
】

歌
が
好
き
な
人
や
会
話
を
楽

し
む
人
18
名
に
て
毎
月
第
４
火

曜
に
開
催
！

【
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
】

毎
年
ク
ラ
ブ
独
自
で
春
か
秋

に
親
睦
を
深
め
る
た
め
実
施
し

て
お
り
ま
す
。

58号では、稲毛区小仲台地区「福寿会」と若葉区都賀地区「西都賀１・２58号では、稲毛区小仲台地区「福寿会」と若葉区都賀地区「西都賀１・２
丁目ちとせ会」の活動をご紹介します。丁目ちとせ会」の活動をご紹介します。会長：会長：鬼頭　勝雄　　鬼頭　勝雄　　会員数：会員数：42 名（男 16 名、女 26 名）42 名（男 16 名、女 26 名）

西都賀１・２丁目ちとせ会西都賀１・２丁目ちとせ会（若葉区都賀地区）（若葉区都賀地区）

西
都
賀
１
・
２
丁
目
地
域
で
、

全
会
員
数
42
名
か
ら
成
り
立
っ

て
お
り
ま
す
。

昭
和
57
年
設
立
よ
り
、
自
治

会
の
中
で
の
活
動
が
中
心
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
ク
ラ
ブ
の

活
性
化
を
図
る
た
め
、
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
行
事
に
積
極
的
に
参

加
し
て
い
ま
す
。

【
月
例
会
】

奇
数
月
の
第
３
火
曜
日
、
年

６
回
開
催
。
25
～
30
名
参
加

単位クラブの活動紹介単位クラブの活動紹介

【
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
】

健
康
維
持
を
図
る
た
め
週
２

回
、
水
・
金
曜
日
の
午
前
上
林

房
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
て
練
習
！

【
講
習
会
】

年
に
１
回
～
２
回
開
催
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
令
和
４
年
度

は
、
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
講
習
会
を
行

い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
健
康
で
笑
顔

あ
ふ
れ
る
ク
ラ
ブ
活
動
を
し
て

ま
い
り
ま
す
。

賞状をいただきました

月例会に参加の皆さん

千葉市動物公園にて
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私たちは千葉市老人クラブ連合会の活動を応援しています

中 央 区中 央 区 花 見 川 区花 見 川 区 稲 毛 区稲 毛 区
村田町福寿会 シニア横戸台 小仲台豊生会老人クラブ
鹿野　せつさん 伊丹　節さん 斎藤　実さん
90 歳 89 歳 92 歳
千葉県市原市出身 栃木県出身 東京都出身

①健康であること ①なにもほしくない、お金もほしくない、若さがほしいです ①弛まぬ努力継続は力
②好き嫌いなし ②甘い物、果物、貝類 ②すし、蕎麦
③畑仕事、グラウンド・ゴルフ ③別になにもしてません ③毎食 10 品目以上食事、毎朝一杯の水
④仲間とおしゃべりすること ④シニアの皆様とカラオケ、マージャン、ボッチャ、色々とやりたいです ④今生の別れ待つのみ

東映有楽会 なかよし会 小仲台第五自治会シニアクラブ
中田　貴美江さん 高田　ともさん 村松　健安さん
94 歳 90 歳 89 歳
茨城県潮来市出身 茨城県出身 長野県松本市出身

①自分のことは自分でする ①食事に気をつけている ①報恩感謝
②甘いもの（ケーキ、アイスクリーム） ②肉、果物 ②うなぎ
③庭いじり、おしゃべり ③ラジオ体操をすること ③ TV 体操
④花作り ④なかよし会に来て歌をうたうこと ④健康で歩くこと

若 葉 区若 葉 区 緑 　 区緑 　 区 美 浜 区美 浜 区
大寿会 南鎌取福寿会 稲毛海岸３丁目さつき部
伊達　幹雄さん 中野　昭三さん 小椋　好子さん
91 歳 90 歳 91 歳
三重県松阪市出身 新潟県上越市出身 静岡県出身

①健康第一主義 ①でしゃばらない ①毎日感謝して過ごす
②すき焼 ②魚貝類 ②好き嫌いなし
③散歩 ③身体を動かすこと ③毎日散歩すること
④グラウンド・ゴルフ ④古い写真の整理 ④旅行に行きたい

みつわ台柚子の会 平山第一シニアクラブ サンコーポ検見川ふれあい会
宮森　アイ子さん 武石　忠治さん 大槻　幸子さん
89 歳 87 歳 90 歳
岩手県二戸市出身 秋田県出身 愛知県豊橋市出身

①自分の身体は自分で守る ①一日一日に感謝 ①感謝
②酢の物（魚・野菜） ②好き嫌いなし ②果物
③自主トレーニング、ウォーキング ③ノルディックウォーキング ③週に１日いきがい活動（いきいきプラザ）に行くこと
④手芸 ④旅行 ④旅行

人生一世紀をめざして人生一世紀をめざして 所属クラブ・氏名・年齢・出身地 ……
① 座右の銘　② 好きな食べ物　③ 私の健康法　④ 今一番やりたいこと

90 歳前後の会員の方に、お元気の秘訣をうかがいました！
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私たちは千葉市老人クラブ連合会の活動を応援しています

中国旅行の思い出
中央区　田村　良夫

今 から四十数年前の夏、一人
で中国北京空港に降りたと
き、空港職員に〇〇円渡し

たら税関を通らず空港出口へ案内さ
れた。以下、中国で体験したことを
……万里の長城観光では、現地観光
客の倍料金、天安門広場一周の輪タ
クも終盤近くに値上げを強要され
た。
 当時の一般の人の交通手段は自転
車で道路に溢れ、車は少なかった。
朝食は家でなく露天の店で食べてい
た。タクシーを１日貸し切り（5000
円：当時運転手さんの生活３カ月分
相当という）万里の長城・紫禁城・
明の十三陵・北京近郊の名所旧跡巡
りで中国４千年の歴史の数々を見聞
しました。

～ 旅の思い出 ～～ 旅の思い出 ～
広報部のひとりごと広報部のひとりごと

ドイツ本場のグルメに舌鼓
緑区　牧野來世志

ベ ルリンの壁が撤去されて間
もなくの頃、旧東ドイツ領
の会社に単身で約40日間技

術指導を行ったときの思い出を紹介
します。
　昔の日本とドイツの関係と技術指
導のお礼の意味合いもあってか、礼
儀正しく親しみと尊敬の念をもった
接し方に感銘しました。
　滞在期間中は休日ごとに列車、時
には車で地方巡りをして地方ごとに
あるお城や教会、美術館などの観光
と、地ビールやその地方の料理をご
ちそうになるなど、いたれり尽くせ
りの接待に感謝。また、その道中の
会話ではお互いのお国自慢の話題に
なることが多く、外国に行くときは
あらかじめその国の勉強をしておく
ことが大切だと感じた次第です。

水平線に沈む
夕日の壮大さに圧倒

若葉区　平沢　廣光

令 和2年11月、結婚50周年の
金婚式のお祝いにと長男と
長女が内房のリゾートホテ

ルの宿泊券をプレゼントしてくれま
した。そのホテルはJR内房線の保田
駅近くにあり、窓から見た光景は地
球の円の一部がくっきり望める水平
線、それに加えて太平洋の彼方に沈
む雄大な夕日は絶景でまさに荘厳そ
のもの、ただただ圧倒され妻と固唾
をのんで眺めたものでした。青い地
球の素晴らしさと太陽の恵みに感動
し、今では数十年ぶりの夫婦でのこ
の旅が最高の思い出になり日頃の語
り草になっております。

ロケ地を巡るふたり旅
花見川区　神山　宏治

旅 の思い出と言えば、旅行好
き な 私 た ち 夫 婦 に と っ て
は、特に限られた出来事で

はありません。時々テレビで放映さ
れる旅行番組の紹介や、サスペンス
ドラマ等々に登場する場面、背景で
す。全国各地の神社仏閣、小京都、
秘湯の温泉宿が舞台になって出てく
ると、あ、ここに行ったことがあ
る、ここも、と訪れたことのある場
面を見ることで、思い出話に花を咲
かせて楽しんでいます。
また、登場する番組、ドラマのほと
んどが行ったことのあるところなの
が、私たち夫婦２人だけの自慢で
す。

秘湯を巡る
美浜区　村山　眞人

現 役のころ「湯～楽会」なる
サ ー ク ル に 入 っ て い ま し
た 。 合 宿 と 称 し て 年 間 数

回、鄙びた温泉に。土曜の昼、都内
から数台の車に分乗して、群馬・栃
木・長野・山梨等はほとんど制覇。
宿に到着するや否や浴衣に着替える
のももどかしく、まずひとっ風呂。
続いて夕食前に２度目の入浴。寝る
前に３度目、そして翌早朝に４度
目。朝食後に最後の入浴という超温
泉三昧。とにかく温泉が好きすぎる
輩の集まりです。
　さらにチェックアウトした後に立
ち寄り湯にも浸かりました。その
後、地元の蕎麦屋に立ち寄りうまい
蕎麦に舌鼓を打つのが慣例という一
風変わった私の旅の思い出です。

「美しいもの」と出会いたくて
稲毛区　金谷　　操

「美 しいもの」と出会いた
くて各地を旅した。美
術館、民芸館、画廊、

ギ ャ ラ リ ー 。 中 で も 、 長 生 郡 の
museum「as it is（あるがまま
に）」には、企画の秀逸さに惹かれ
て何度も足を運んだ。だが、暮らし
のなかの「美しいもの」を教えてく
れたこの場所は、今はもうない。
　これからは、旅よりも散歩の距離
に、こんな素敵なところを見つけら
れたら幸せだ。
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私たちは千葉市老人クラブ連合会の活動を応援しています

イ
オ
ン
ス
タ
イ
ル
鎌
取
店
に
て

千
葉
市
フ
ェ
ア
に
参
加

第
１
回
き
ら
め
き
ク
ラ
ブ
ち
ば

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
フ
ェ
ア
を
開
催

千
葉
大
学
に
て
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
の
活
動

事
例
を
Ｐ
Ｒ

千
葉
市
ハ
ー
モ
ニ
ー
プ
ラ
ザ
サ
マ
ー

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
て
ｅ
ス
ポ
ー
ツ

体
験
コ
ー
ナ
ー
を
開
催

事
務
局
だ
よ
り

令
和
５
年
４
月
14
日
（
金
）
～
15
日

（
土
）、
イ
オ
ン
ス
タ
イ
ル
鎌
取
店
で
開
催

さ
れ
た
千
葉
市
フ
ェ
ア
に
市
老
連
Ｐ
Ｒ
活

動
で
参
加
し
ま
し
た
。

い
ろ
ん
な
健
康
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
て

い
る
中
、
当
会
も
自
立
体
力
測
定
や
公
式

ワ
ナ
ゲ
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
、
小

さ
な
お
子
さ
ん
か
ら
シ
ニ
ア
の
方
ま
で
、

幅
広
く
体
験
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

令
和
５
年
７
月
29
日
（
土
）、
千
葉
市

ハ
ー
モ
ニ
ー
プ
ラ
ザ
に
て
開
催
さ
れ
た
サ

マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
「
ｅ
ス
ポ
ー
ツ

体
験
コ
ー
ナ
ー
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

夏
休
み
中
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
イ
ベ

ン
ト
は
大
賑
わ
い
。
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
も
大
反

響
で
、
小
さ
な
お
子
様
か
ら
シ
ニ
ア
の
方

ま
で
年
齢
を
問
わ
ず
楽
し
ん
で
い
た
だ

き
、
３
２
６
名
の
方
と
交
流
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

令
和
５
年
６
月
８
日
（
木
）
当
会
で
は

初
め
て
と
な
る
シ
ニ
ア
の
祭
典
と
し
て
、

『
第
１
回
き
ら
め
き
ク
ラ
ブ
ち
ば
シ
ニ
ア

ク
ラ
ブ
フ
ェ
ア
』
を
千
葉
市
役
所
に
て
開

催
し
ま
し
た
。

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
当
会
会
員
が
日
頃
の

ク
ラ
ブ
活
動
で
練
習
し
た
踊
り
や
歌
、
演

奏
な
ど
の
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

フ
ロ
ア
で
は
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
や
公
式
ワ
ナ

ゲ
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
、
賛
助
会
員
の
ブ
ー

ス
を
設
置
し
、
各
種
事
業
の
相
談
や
お
楽

し
み
コ
ー
ナ
ー
な
ど
も
あ
り
、
多
く
の
方

に
ご
来
場
い
た
だ
き
楽
し
ん
で
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
メ
デ
ィ
ア
に
も
取
り
上
げ
て
い

た
だ
き
、
Ｊ
：
ｃ
ｏ
ｍ
チ
ャ
ン
ネ
ル
「
Ｗ

Ｅ
Ｅ
Ｋ
Ｌ
Ｙ
ト
ピ
ッ
ク
ス
」
で
放
送
さ
れ

ま
し
た
。

令
和
５
年
７
月
14
日
（
金
）、
千
葉
大

学
に
て
、
健
康
ま
ち
づ
く
り
協
同
研
究
部

門
の
設
立
を
記
念
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
会
も
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
の
活
動
事
例
な
ど

を
展
示
し
、
行
政
や
企
業
な
ど
多
く
の
来

場
者
と
交
流
が
で
き
ま
し
た
。

公式ワナゲ体験コーナー公式ワナゲ体験コーナー

e スポーツの紹介e スポーツの紹介

なぎさ会バンド演奏なぎさ会バンド演奏

公式ワナゲ体験公式ワナゲ体験

自立体力測定自立体力測定

な
お
、
第
２
回
き
ら
め
き
ク
ラ
ブ
ち
ば

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
フ
ェ
ア
は
、
10
月
17
日

（
火
）
に
開
催
い
た
し
ま
す
。
当
日
は
、

ｅ
ス
ポ
ー
ツ
の
大
会
や
ク
ラ
ブ
活
動
の
ス

テ
ー
ジ
発
表
も
行
い
ま
す
。

ご
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
参
加
し
て
く

だ
さ
い
ね
。

当会出展ブースにて当会出展ブースにて
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令
和
５
年
６
月
８
日
（
木
）
当
会
で
は

初
め
て
と
な
る
シ
ニ
ア
の
祭
典
と
し
て
、

『
第
１
回
き
ら
め
き
ク
ラ
ブ
ち
ば
シ
ニ
ア

ク
ラ
ブ
フ
ェ
ア
』
を
千
葉
市
役
所
に
て
開

催
し
ま
し
た
。

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
当
会
会
員
が
日
頃
の

ク
ラ
ブ
活
動
で
練
習
し
た
踊
り
や
歌
、
演

奏
な
ど
の
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

フ
ロ
ア
で
は
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
や
公
式
ワ
ナ

ゲ
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
、
賛
助
会
員
の
ブ
ー

ス
を
設
置
し
、
各
種
事
業
の
相
談
や
お
楽

し
み
コ
ー
ナ
ー
な
ど
も
あ
り
、
多
く
の
方

に
ご
来
場
い
た
だ
き
楽
し
ん
で
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
メ
デ
ィ
ア
に
も
取
り
上
げ
て
い

た
だ
き
、
Ｊ
：
ｃ
ｏ
ｍ
チ
ャ
ン
ネ
ル
「
Ｗ

Ｅ
Ｅ
Ｋ
Ｌ
Ｙ
ト
ピ
ッ
ク
ス
」
で
放
送
さ
れ

ま
し
た
。

e スポーツの紹介e スポーツの紹介

活
動
拡
大
中

　

シ
ニ
ア
も
楽
し
い
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
！

ゲームは『皆で楽しみ、人と人とのコミュニケーションを促すツール』

テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
は
幅
広
い
年
齢
層
に
向
け
た
娯
楽
で
、
子
ど
も
か

ら
大
人
、
そ
し
て
高
齢
者
ま
で
、
幅
広
い
世
代
の
人
々
が
楽
し
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。

当
会
で
は
、
令
和
４
年
よ
り
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
や
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
の
導

入
及
び
普
及
を
進
め
る
た
め
、『
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
講
習
会
（
ｅ
ス
ポ
ー

ツ
講
習
会
）』
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

令
和
４
年
度
終
了
時
に
は
、
実
施
件
数
42
件
、
６
９
３
名
の
方
に

体
験
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
に
抵
抗
を
も
っ
て
い
る
シ
ニ
ア
の
方
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
講
習
会
で
は
、
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
の
説
明
や
メ
リ
ッ

ト
等
を
説
明
す
る
な
ど
、
正
確
な
情
報
を
伝
え
、
抵
抗
感
な
く
ゲ
ー

ム
に
触
れ
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

参
加
者
か
ら
は
、『
少
し
偏
見
が
な
く
な
っ
た
』『
ゲ
ー
ム
っ
て
楽

し
い
』『
孫
と
一
緒
に
楽
し
み
た
い
』
な
ど
の
意
見
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

今
年
度
は
、
当
会
の
ク
ラ
ブ
や
会
員
だ
け
で
な
く
、
千
葉
市
内
の

公
共
施
設
や
他
県
市
か
ら
も
高
齢
者
施
策
と
し
て
導
入
を
検
討
し
て

い
る
な
ど
の
問
い
合
わ
せ
が
多
く
、
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
の
人
気
は
高
ま
る

ば
か
り
で
す
。

中
央
区
生
浜
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
で
は
、
み
ず
ほ
教
育

福
祉
財
団
よ
り
地
域
支
え
合
い
応
援
事
業
の
助
成
を
受

け
、
昨
年
度
か
ら
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
を
活
用
し
た
地
域
支
え

合
い
活
動
の
場
と
し
て
村
田
町
友
愛
サ
ロ
ン
を
開
設
し

て
い
ま
す
。

ゲ
ー
ム
に
馴
染
み
の
な
い
高
齢
者
に
と
っ
て
、
現
在

も
進
化
し
続
け
て
い
る
ゲ
ー
ム
は
、
常
に
新
し
い
体
験

の
連
続
で
す
。

今
後
の
発
展
性
を
み
て
も
、
と
て
も
魅
力
的
な
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
で
あ
り
、
力
量
差
の
少
な
い
仲
間
同
士
で

行
う
こ
と
で
抵
抗
感
も
減
り
、
失
敗
し
て
も
自
然
と
会

話
も
生
ま
れ
、
笑
い
が
絶
え
な
い
等
の
盛
り
上
が
り
を

み
せ
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
こ
の
サ
ロ
ン
モ
デ
ル
を
基
に
千
葉
市
内

全
域
で
サ
ロ
ン
の
設
置
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

今
後
、
高
齢
者
に
普
及
す
る
こ
と
で
、
子
・
孫
世
代

と
も
一
緒
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
地
域
活
性

化
に
向
け
た
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と

し
て
も
活
用
す
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

と
て
も
魅
力
的
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
で
す
が
、
注
意

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
点
も
あ
り
ま
す
。

ク
ラ
ブ
活
動
な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
内
で
楽
し
む
分

に
は
問
題
あ
り
ま
せ
ん
が
、
広
報
な
ど
に
写
真
を
掲
載

し
た
い
と
考
え
た
場
合
、
ゲ
ー
ム
画
面
等
は
著
作
権
な

ど
の
様
々
な
問
題
が
生
じ
ま
す
の
で
注
意
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
気
を
付
け
て
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

太鼓を叩く表情は真剣そのもの太鼓を叩く表情は真剣そのもの

最新ソフト『太鼓の達人 ドンダフル最新ソフト『太鼓の達人 ドンダフル
フェスティバル』も大人気フェスティバル』も大人気

男性の参加率が高いのも魅力的男性の参加率が高いのも魅力的

一つのゲームで年齢問わず一つのゲームで年齢問わず
楽しくコミュニケーション楽しくコミュニケーション
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ｅ
ス
ポ
ー
ツ
で
繋
が
る
他
県
市
老
連
と
の
和

■
富
山
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

令
和
５
年
５
月
23
日
（
火
）
に
、富
山
県
老
連
で
開
催
し
た
老
人
ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
に
て
『
当

会
が
取
り
組
ん
で
い
る
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
の
活
動
事
例
発
表
』
と
『
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
講
習
会
』
を
実
施
し
ま

し
た
。

「
叩
く
と
こ
ろ
を
間
違
え
た
！
」「
曲
の
テ
ン
ポ
に
追
い
つ
か
な
い
」
な
ど
、
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
も

皆
さ
ん
と
て
も
楽
し
そ
う
に
太
鼓
を
叩
い
て
い
ま
し
た
。

終
了
後
、
ク
ラ
ブ
活
動
に
取
り
入
れ
た
い
と
い
う
声
も
多
く
、
と
て
も
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

千
葉
市
老
連
と
富
山
県
老
連
で
交
流
大
会
も
開
催
で
き
る
と
良
い
で
す
ね
！

２
日
目
は
、
富
山
県
老
連
事
務
局
と
情
報
交
換
会
を
行
い
、
互
い
の
課
題
や
今
後
の
交
流
も
含
め
、

有
意
義
な
お
話
が

で
き
ま
し
た
。

そ
の
時
に
い
た

だ
い
た
、
富
山
県
老

連
女
性
委
員
会
設

立
20
周
年
記
念
で

作
成
さ
れ
た
冊
子

「
富
山
の
ふ
る
さ
と

料
理
」
は
、
大
変
参

考
に
な
り
ま
し
た
。

■
神
奈
川
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

令
和
５
年
８
月
２
日
（
水
）、
神
奈
川
県
老
連
主
催
『
地
域
活

動
員
推
進
員
研
修
会
』
で
、
県
外
事
例
と
し
て
『
当
会
が
取
り
組

ん
で
い
る
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
の
活
動
事
例
発
表
』
を
行
い
ま
し
た
。
オ

ン
ラ
イ
ン
開
催
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
直
接
参
加
者
の
み
な
さ
ん

と
会
話
を
す
る
機
会
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
参
加
さ
れ
た
各

市
町
村
老
連
の
役
員
の
皆
様
に
も
、
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
大
変
興
味
深
い
と
い
う
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

の
後
、
小
田
原
市
老
連
で
開
催
さ
れ
た
『
ゆ
め
ク
ラ
ブ
大
学
』
で

も
講
習
会
の
講
師
と
し
て
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
ま
し
た
。
ｅ
ス
ポ
ー

ツ
で
繋
が
る
老
人
ク
ラ
ブ
の
輪
が
広
が
っ
て
い
き
ま
す
ね
。

デュアルタスクトレーニングでデュアルタスクトレーニングで
会場は大盛り上がり！会場は大盛り上がり！

富
山
県
老
連
女
性
委
員
会
で
作
ら
れ
た

富
山
県
老
連
女
性
委
員
会
で
作
ら
れ
た

「
富
山
の
ふ
る
さ
と
料
理
」
冊
子

「
富
山
の
ふ
る
さ
と
料
理
」
冊
子

富山県老連事務局のサポート富山県老連事務局のサポート
ありがとうございますありがとうございます

①
株
式
会
社
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ツ
ア
ー
ズ

②
イ
オ
ン
リ
テ
ー
ル
株
式
会
社　

南
関
東
カ
ン
パ
ニ
ー

③
Ｓ
Ｏ
Ｕ
セ
レ
モ
ニ
ー
株
式
会
社　

美
浜
営
業
所

④
カ
ネ
イ
産
業
株
式
会
社

⑤
有
限
会
社
鴨
川
ヒ
ル
ズ
リ
ゾ
ー
ト

⑥
株
式
会
社
極
楽
湯　

千
葉
稲
毛
店

⑦
新
橋
食
品
株
式
会
社

⑧
ス
パ
＆
リ
ゾ
ー
ト　

太
陽
の
里

⑨
税
理
士
法
人
ス
リ
ー
エ
ス

⑩
セ
レ
モ
・
ハ
ー
ト
グ
ル
ー
プ
株
式
会
社

�

ハ
ー
ト�

千
葉
支
社

⑪
一
般
財
団
法
人　

千
葉
県
観
光
公
社

�

（
国
民
宿
舎
サ
ン
ラ
イ
ズ
九
十
九
里
）

⑫
千
葉
県
ヤ
ク
ル
ト
販
売
株
式
会
社

⑬
千
葉
石
油
株
式
会
社

⑭
株
式
会
社
千
葉
測
器

⑮
株
式
会
社
津
南
高
原
開
発

�

　

ニ
ュ
ー
・
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
津
南

⑯
ド
コ
モ
シ
ョ
ッ
プ�

セ
ン
シ
テ
ィ
千
葉
店

�

（
ス
イ
ス
通
信
シ
ス
テ
ム
株
式
会
社
）　

⑰
株
式
会
社
中
商

⑱
に
の
み
や
軽
ス
ポ
ー
ツ
用
品
販
売

⑲
日
本
ハ
ム
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
株
式
会
社

�

（
関
東
事
業
部　

北
関
東
販
売
部　

千
葉
営
業
所
）

⑳
羽
立
工
業
株
式
会
社

㉑
株
式
会
社
フ
ジ
給
食

㉒
明
治
安
田
生
命
保
険
相
互
会
社　

千
葉
支
社

�

※
令
和
５
年
７
月
末
現
在

き
ら
め
き
ク
ラ
ブ
ち
ば
（
一
社
）
千
葉
市
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
は
、
た
く
さ
ん
の
企
業
や
団
体
の
皆
様
に

支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

令
和
５
年
度
賛
助
会
員
の
み
な
さ
ま

（
敬
称
略
・
五
十
音
順
）
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き
ら
め
き

き
ら
め
き

文
芸
文
芸

花
見
川
区　

畑
第
一
老
人
ク
ラ
ブ

・
丘
の
上
の
ア
メ
ジ
ス
ト
セ
ー
ジ
海
揺
ら
す

・
栗
の
花
誰
彼
無
し
に
媚
び
て
を
る

・
相
伝
の
抹
茶
豆
腐
の
深
緑

�
荻
原
美
保
子

稲
毛
区　

天
寿
会

・
孫
と
垂
る
新
幹
線
に
花
が
咲
き

・
友
と
来
し
ホ
テ
ル
の
窓
辺
鳥
や
蝶

・
遠
方
に
嫁
ぎ
し
娘
花
筏

�

武
井
與
里
子

・
冬
の
空
落
し
た
ア
ラ
ー
ド
日
本
海

・
桜
咲
く
老
も
集
ま
り
春は
る
け
し色
影き

・
春
の
ば
ら
優
雅
な
香
り
包
ま
れ
る

�

脇
山　

辰
己

稲
毛
区　

福
寿
会

・
湯
豆
腐
や
湯
気
の
向
か
ふ
と
乾
杯
し

・
天
空
の
城
址
に
映
え
る
初
日
の
出

・
宝
く
じ
売
場
も
よ
り
て
年
用
意

�

北
本　

善
寛

若
葉
区　

桜
木
虹
の
会

・
万
緑
や
東
寺
の
名
宝
観
に
ゆ
か
む

・
你ニ
ー
ハ
オ好
と
浴
び
し
露
天
は
桜は
な

吹
雪

�

佐
野　

い
し

・
山
路
来
て
友
の
手
あ
ま
す
蕗
の
と
う

・
病
む
こ
と
も
生
き
る
証
し
や
春
の
雨

�

島
田　
　

栄

・
野
球
す
る
子
等
の
歓
声
水
ぬ
る
む

・
お
似
合
よ
ほ
め
ら
れ
う
れ
し
春
ご
ろ
も

�

鶴
岡
み
ね
子

・
ひ
な
ま
つ
り
祝
い
し
孫
も
一
人
立
ち

・
蕗
の
薹
笊ざ

る

い
っ
ぱ
い
に
恵
み
摘
む

�

小
林　

政
雄

・
菜
の
花
や
ロ
ー
カ
ル
線
の
一
人
旅

・
仕
事
終
え
至
福
の
時
や
夕
涼
み

�

増
井　

正
明

・
初
蝶
に
草
ひ
く
両
手
ひ
と
休
み

・
園
庭
に
泣
く
児
笑
う
児
四
月
尽

�

荻
野　

富
子

若
葉
区　

小
桜
明
星
会

・
梅
雨
入
り
や
火
の
見
櫓や
ぐ
らの
迷
い
鳩

・
臨
海
工
業
地
帯
熱
帯
夜

�

羽
生　
　

白

・
と
ん
び
飛
ぶ
石
橋
覆お
お

う
茂
り
か
な

・
玄
関
に
こ
ぼ
れ
し
香
り
沈
丁
花

�

酒
井　

清
子

・
い
っ
と
き
は
止
ま
っ
て
見
へ
し
滝
の
水

・
雨
煙
る
ス
ウ
イ
ッ
チ
パ
ッ
ク
の
夏
の
山

�

石
塚　

以
静

若
葉
区　

ロ
ー
ズ
タ
ウ
ン
交
友
会

・
胴
ま
わ
り
サ
イ
ズ
直
し
て
更
こ
ろ
も
が
え
衣

�

菅
野　

光
夫

若
葉
区　

み
つ
わ
台
柚
子
の
会

・
今
日
の
月
天
体
シ
ョ
ー
と
影
描
く

・
い
つ
ま
で
も
コ
ロ
ナ
修
行
や
生い
き
み身
魂た
ま

・
伽き
ゃ
ら羅
蕗ぶ
き

や
近
く
て
遠
い
母
の
味

�

和
田　

昭
子

緑
区　

鎌
取
町
長
寿
会

・
ぶ
ら
ん
こ
の
幼
き
友
を
待
つ
子
犬

・
蝌
蚪
の
尾
の
日
毎
短
き
日
向
水

・
爽
や
か
や
背
骨
を
伸
ば
す
青
畳

�

市
川　
　

進

・
桜
桃
主
と
小
鳥
の
採
み
競
べ

・
梅
雨
寒
に
暖
炉
囲
み
老
憩
う

・
川
蝉
の
瞬
時
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
待
つ
カ
メ
ラ

�

大
圡　

正
照

・
紅
葉
ふ
る
散
華
の
如
く
参
道
に

・
小
正
月
鼠
と
駆
け
る
老
二
人

・
麗
ら
か
や
新
聞
持
つ
手
弛
み
お
り

�

坂
上　
　

晃

緑
区　

平
山
第
一
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

・
梅
園
へ
心
は
走
る
身
は
船
に

・
立
葵
の
ぼ
り
つ
め
ゆ
き
梅
雨
あ
け
る

・
鍬
と
り
て
蒔
け
ば
待
た
る
る
実
り
か
な

�

福
岡
マ
リ
エ

俳
　
句

俳
　
句
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私たちは千葉市老人クラブ連合会の活動を応援しています

短
　
歌

短
　
歌

中
央
区　

登
戸
一
丁
目
こ
と
ぶ
き
会

・
歌
踊
り
皆
で
ラ
ン
チ
の
幸
せ
を

　
　

老
人
会
と
日
本
に
感
謝

・
寒
中
の
小
春
び
よ
り
の
一
日
に

　
　

水
仙
の
花
芳
香
す
が
し
き

・
エ
リ
ー
ト
の
子
息
二
人
を
も
つ
友
の

　
　

亡
き
跡
に
立
つ
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン

�

小
川
千
鶴
子

花
見
川
区　

畑
第
一
老
人
ク
ラ
ブ

・
し
ん
み
り
と
上
弦
の
月
見
や
る
か
な

　
　

台
風
一
過
の
丑
三
つ
時
に

・
神
々
し
き
花
に
似
は
わ
ぬ
蓮
の
実
を

　
　

食
め
ば
栗
に
も
近
き
味
な
り

・
風
青
く
背
中
撫
で
ゆ
く
田
舎
道

　
　

ゆ
る
り
ゆ
る
り
と
後
に
歩
く

�

大
宮
ア
キ
子

花
見
川
区　

草
原
す
み
れ
会

・
幾
と
せ
か
百
日
紅
の
花
ピ
ン
ク
色

　
　

い
っ
ぱ
い
に
咲
く
姿
待
ち
お
り

・
鳥
の
声
さ
え
ず
り
来
て
は
賑
や
か
に

　
　

庭
に
エ
サ
台
夫
の
優
し
さ

・
子
ど
も
か
ら
瞬
時
に
届
く
ラ
イ
ン
に
は

　
　

写
真
を
添
え
た
嬉
し
い
便
り

�

平
賀　

福
子

稲
毛
区　

福
寿
会

・
桜
よ
り
梅
が
好
き
だ
と
言
ひ
し
君

　
　

梅
散
る
里
の
奥
津
城
に
眼
る

川
　
柳

川
　
柳

若
葉
区　

ロ
ー
ズ
タ
ウ
ン
交
友
会

・
赤
ト
ン
ボ
実
り
の
秋
を
謳
歌
す
る

・
物
価
高
見
捨
て
ら
れ
た
か
年
金
者

・
摩ま

か

ふ

し

ぎ

訶
不
思
議
年
金
ア
ッ
プ
の
声
も
無
し

�

黒
田　

寛
明

緑
区　

南
鎌
取
福
寿
会

・
会
期
末
解
散
風
に
気
も
そ
ぞ
ろ

・
捏ね
つ
ぞ
う造
と
騒
い
だ
人
は
今
い
ず
こ

・
六
月
は
翔
し
ょ
う
タ
イ
ム
の
真
最
中

�

茂
庭　

正
昭

緑
区　

平
山
第
一
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

・
救
急
車
命
あ
ず
か
り
元
旦
も

・
テ
ト
ラ
ポ
ッ
ト
冬
日
は
さ
み
し
魚
影
な
く

・
馬
鈴
薯
の
豊
作
届
け
て
笑
も
ら
い

�

福
岡
マ
リ
エ

・
改
札
を
手
を
振
る
君
の
笑
顔

　
　

見
納
め
に
な
り
永
遠
の
別
れ
に

・
鉄
瓶
の
湯
玉
の
爆
ぜ
る
音
な
ら
ぬ

　
　

茶
た
て
虫
と
よ
一
服
如
何

�

笠
原　

幸
恵

緑
区　

誉
田
町
２
丁
目
第
２
長
寿
会

・
朝
日
あ
び
我
が
さ
庭
辺
で
ひ
っ
そ
り
と

　
　

さ
い
わ
い
色
の
傍か
た
ば
み喰
の
花は
な

咲さ

く

・
寒
い
朝
さ
庭
の
タ
ン
ポ
ポ
花は
な
お
わ終
り

　
　

綿わ
た
げ毛
と
な
り
て
旅
立
ち
を
待
つ

・
有う
ら
く楽
ち
ゃ
ん
あ
な
た
ま
い
と
し
早は
や

い
の
に

　
　

蕾
つ
ぼ
み
か
た
く
て
い
つ
開か
い
か花
す
る
の

�

吉
田　

君
江

緑
区　

辺
田
長
寿
会

・
切
な
く
も
胸
に
秘
め
た
る
初
恋
は

　
　

ば
ー
ば
の
今
朝
の
夢
に
現
わ
る

・
そ
の
昔
橇
で
肥こ
い

引
き
娘こ

は
押
し
て

　
　

行
き
は
ハ
ア
ー
〳
〵
も
ど
り
楽
チ
ン

・
父
と
娘こ

の
あ
の
節ふ
し

と
姿な
り

思
い
出
す

　
　

ホ
ー
ラ
廻も

し
れ
ナ
よ
し
た
も
ん
だ
ナ
�

尾
身
ウ
メ
ノ

美
浜
区　

高
洲
１
丁
目
東
こ
と
ぶ
き
会

・
思
い
出
は
夕
焼
小
焼
童
歌

　
　

母
の
後
追
う
六
の
鐘
鳴
る

・
マ
ス
ク
し
て
年
の
始
め
の
初
春
の

　
　

鳥
居
に
向
か
う
振
り
袖
の
ひ
と

・
雲
流
る
残
雪
は
る
か
ア
ル
プ
ス
の

　
　

川
は
奏
で
る
タ
ン
ポ
ポ
の
花

�

大
岩　
　

實

文芸欄に投稿してみませんか？文芸欄に投稿してみませんか？

※原則として、いただいた原稿をそのまま掲載しま
す。添削はいたしません。自作で未発表のものに限
ります。紙面の都合上、すべてを掲載することがで
きない場合があります。原稿は返却いたしません。

①上記種別
②所属（ 区老連名 ・単位クラブ名 ）
③氏名 　④電話番号
　を必ず明記の上、下記までお送りください。

Ａ. 俳句　Ｂ. 短歌　Ｃ. 川柳（各３句）
Ｄ. 詩（１点）
※ A・B・C は各 3 句、D は 1 点まで

〜「広報きらめきクラブちば文芸欄投稿」係〜

種 別

info@chibashi-roren.jpメール

〒260-0844  千葉市中央区千葉寺町1208-2
千葉市ハーモニープラザ3階
千葉市老人クラブ連合会

郵　送
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私たちは千葉市老人クラブ連合会の活動を応援しています

今
回
特
集
記
事
と
し
て
「
コ

ロ
ナ
禍
の
老
人
ク
ラ
ブ
活
動 
─ 

振
り
返
り
と
絆
の
輝
き 

─
」
の

テ
ー
マ
投
稿
を
皆
さ
ま
に
お
願

い
し
た
と
こ
ろ
、
思
い
の
ほ
か

多
数
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
常
識

的
に
考
え
れ
ば
、
コ
ロ
ナ
禍
で

活
動
に
は
多
く
の
制
約
が
あ
る

は
ず
な
の
に
そ
れ
を
乗
り
越
え

て
前
進
す
る
多
く
の
ク
ラ
ブ
に

底
力
の
よ
う
な
パ
ワ
ー
を
感
じ

〝
市
老
連
の
老
人
ク
ラ
ブ
、
い
ま

だ
健
在
な
り
〟
を
実
感
し
た
次

第
で
す
。
各
ク
ラ
ブ
の
い
ろ
い

ろ
な
事
例
を
参
考
に
し
て
い
た

だ
き
、
明
日
へ
の
活
力
源
に
し

て
く
だ
さ
れ
ば
幸
い
で
す
。

 

（
広
報
部
部
長
　
平
沢
　
記
）

　〈広
報
部
〉

 

田
村
　
良
夫
（
中
央
区
）

 

神
山
　
宏
治
（
花
見
川
区
）

 

金
谷
　
　
操
（
稲
毛
区
）

 

平
沢
　
廣
光
（
若
葉
区
）

 

牧
野
來
世
志
（
緑
　
区
）

 

村
山
　
眞
人
（
美
浜
区
）

老人クラブ会員に限ります。1人１口加入で年齢制限はありません。

老人クラブ会員向けに傷害保険・賠償責任保険で安心補償

①対 象：

〒100-0013  東京都千代田区霞が関３-３-２  新霞が関ビル５階

公益財団法人

〈取扱代理店〉有限会社 シニアサービス社　TEL.03-3597-8768
〈引受幹事保険会社〉 東京海上日動火災保険株式会社 医療・福祉法人部　TEL.03-3515-4143

ホームページ  http://www.senior-ltd.com/ メールアドレス  hoken@senior-ltd.com

03-3597-8770お問い合わせ
ご相談 先専用FAX 03-3597-8767加入申込書等、

資 料 請 求 先

受付時間 9：30から12：00まで〈土、日、祝祭日、年末年始休〉13：00から17：00まで

③補償範囲・掛金タイプ：

※この広告は、以下の商品についてご紹介したものです。
【老人クラブ傷害保険】
老人クラブ団体傷害保険特約付帯傷害保険・総合生活保険（傷害補償）

【老人クラブ賠償責任保険】
施設賠償責任保険・生産物賠償責任保険
ご加入にあたっては、必ず「パンフレット」「概要」「重要事項説明書」をよ
くお読みください。詳細は、ご契約者である団体の代表者にお渡しして
あります保険約款によりますが、ご不明な点は、代理店までお問い合わ
せください。

②保険始期月および保険期間： 年に２回の募集となります。

10月
4月

10月1日午後4時から1年間
  4月1日午後4時から1年間

手続き期間（締切日厳守）
2023年7月15日～9月15日まで
2024年1月15日～3月15日まで

◆この保険の対象は、全国老人クラブ連合会に連なる都道府県・指定都市老連および市区町村老連に加入している単位老人クラブです。
◆全国老人クラブ連合会が契約者となり、各単位老人クラブで取りまとめて申し込む団体保険です。個人での加入手続きはできません。
◆新規加入をご希望、ご検討の際は、クラブで担当者を決めて全老連「保険係」まで資料をご請求ください。
〈資料請求受付期間〉

日常生活全般のケガを補償。
自転車事故を含む個人賠償責任補償や地震・噴火・津波補償、熱中症危険補償が付いたタイプ
もあります。
老人クラブ活動中のケガを補償

2023年3月作成　22TC-102744

【 傷 害 保 険 】4月始期⇒ 1/4から2月末頃まで、10月始期⇒ 7/1から8月末頃まで
【賠償責任保険】随時受付中

◆24時間型…

◆ 活 動 型…

2023年
2024年

2023年
2024年

保険始期月 保険期間

自分がケガをした時の保険です。（病気は対象外）傷害保険

単位老人クラブ（全員加入が条件となります）　  毎年10月から1年間（中途加入可）　  1人年額100円（最低引受保険料3,000円）　  支払限度額1億円
①対 象 ③掛 金②保険期間 ④補 償

いきいき活動を
支える

他人の物を壊したり、ケガをさせた時＊1の保険。〈自分のケガは対象になりません。〉
＊１ 法律上の賠償責任が伴う老人クラブ活動中の対人・対物事故が対象です。往復途上は対象外。賠償責任保険老人クラブ

老人クラブ

編
集
後
記

編
集
後
記
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私たちは千葉市老人クラブ連合会の活動を応援しています
制

作
・

印
刷

：
株

式
会

社
ニ

チ
コ

ミ
　

☎
03（

5718）3900　
http://w

w
w

.nichicom
i.com

〈
キ
リ
ト
リ
〉

入  会  申  込  書
令和　　年　　月　　日

きらめきクラブちば・千葉市老人クラブ連合会に
所属するクラブでは『健康・友愛・奉仕』を３本
の柱として、“生活を豊かにする”“地域を豊かに
する”さまざまな活動に取り組んでいます。

◆健康づくり（体操、ウォーキング、グラウンド・ゴルフ）
◆生きがいづくり	（踊り、合唱、カラオケ、手芸など	
	 趣味のサークル）

◆地域とのつながり	（サロン活動などの友愛活動、子	
	 どもたちの見守り、環境美化活動）

クラブ名

会　　長　　　　　　　　　　　　　　　　　様

電話番号 （　　　 ）　　　　－

住　　所
区

生年月日
大 ・ 昭

年　 　月　 　日（　   　歳）

ふりがな
氏　　名 （ 男 ・ 女 ）

《入会条件》おおむね60歳以上の方ならどなたでも
《申込方法》お住まいの地域のクラブに直接連絡

※活動内容や会費はクラブによって異なりますので、クラブ
の役員や会員にお尋ねください。
最寄りのクラブや連絡先がわからないときは、下記の事務
局までお問い合わせください。

住み慣れた地域の仲間と住み慣れた地域の仲間と
一緒に楽しく活動しましょう！一緒に楽しく活動しましょう！

ホームページ  http://www.chibashi-roren.jp/
〒260-0844　千葉市中央区千葉寺町1208-2　千葉市ハーモニープラザ3階
電話 :043-262-1236 　FAX:043-262-1237　E-mail : info@chibashi-roren.jp

きらめきクラブちば 一般社団法人　千葉市老人クラブ連合会

サンコーポ検見川ふれあい会のみなさんサンコーポ検見川ふれあい会のみなさん

会員募集中！


